
 

 

 

総合研究大学院大学 教育研究評議会（第 22回） 議事要旨 

 

 

平成 22年 6月 7日(月)13:30-15:30 

ホテルフロラシオン青山 「はごろも」 

 

 

（審議事項） 

1. 平成 21年度及び中期目標期間に係る業務実績報告書について 

及川評議員より、資料に基づき以下のとおり説明があった。  

①予算委員会を強化し、実質的な審議を継続して行える体制を整備した。 

②4 つの特別経費の概算要求が認められ、平成 22年度からスタートした。 

③従来の葉山高等研究センター及び全学事業推進室における全学的な教育研究事業を一元的に運営

できるように改組し、学融合推進センターを設置した。 

④平成 20、21年度中期目標の達成状況報告書については、基本的に顕著な変化がないため、「平成

19年度までの取組等を引き続き継続して実施している。」とした。 

⑤学部・研究科等の研究業績については、基盤機関から機構法人に業績リストを提出し、機構法人

が取りまとめ、葉山本部に提出するため現時点では暫定版である。 

今後意見があれば提出期限までに葉山本部へ連絡することとし、修正があれば学長に一任すること

で了承された。  

 

2. 平成 23年度概算要求について 

野村評議員より、資料に基づき、平成 23年度概算要求特別経費として、①継続プロジェクト 4本、

②新規プロジェクト 1本、③基盤的設備等整備分 3本を概算要求する旨の説明があった。 

引き続き、新規プロジェクト分について、桑島教授より、資料に基づき、プログラムの概要、実施

体制等の説明があった。 

また、岡田（泰）評議員より資料 3-1「平成 23年度概算要求事項について」における設備概要の文

言から教育用である趣旨が確認できない旨の発言があり、審議の結果、当該部分を修正することによ

り了承された。 

 

 

（報告事項） 

以下の報告事項について、資料に基づき、報告があった。 

1. 学長選考会議について 

2. 後期入学料免除について 

3. 平成 21年度決算（案）について 

4. 修了生を中心とした総研大学術交流ネットワークの構築-現状と今後の予定について 

5. JSPS サマー・プログラムについて 

6. 退学等の状況について 

7. 平成 23年度学年暦について  


